
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
全
国
の
龍

谷
総
合
学
園
に
加
盟
す
る
高
校
か
ら

11
名
の
生
徒
が
参
加
し
て
い
る
。
本

校
と
龍
谷
総
合
学
園
の
双
方
か
ら
奨

学
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

留
学
目
指
し
て
本
校
へ

中
村
さ
ん
は
本
校
の
留
学
制
度
を

中
学
生
の
と
き
に
知
り
、
ず
っ
と
留

学
を
目
指
し
て
き
た
。
英
語
の
力
を

総
合
的
に
上
げ
た
い
と
願
っ
て
い
た
。

ビ
ザ
取
得
に
苦
労

だ
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
、
中
村

さ
ん
も
ビ
ザ
の
取
得
に
大
変
な
苦
労

を
し
た
。
昨
年
度
は
留
学
の
時
期
が

遅
れ
て
、
希
望
者
が
断
念
す
る
と
い

う
こ
と
も
起
き
て
い
た
。
今
年
も
ビ

ザ
取
得
の
た
め
の
面
接
の
予
約
が
な

か
な
か
取
れ
ず
、
最
後
の
最
後
に
な

ん
と
か
取
れ
た
と
い
う
。

ア
ジ
ア
系
の
陽
気
な
フ
ァ
ミ
リ
ー

８
月
７
日
～
９
月
12
日
ま
で
ア
ジ

ア
系
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が

ら
、
Ｐ
Ｂ
Ａ
の
高
校
に
通
っ
た
。
中

国
系
の
ユ
さ
ん
は
訛
り
の
強
い
英
語

を
話
し
た
。
奥
さ
ん
は
マ
レ
ー
シ
ア

出
身
で
娘
３
人
と
犬
の
い
る
陽
気
な

家
庭
だ
っ
た
。
楽
し
く
ユ
ー
モ
ア
の

セ
ン
ス
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
東
京
か

ら
来
て
い
る
高
校
生
と
中
村
さ
ん
の

２
人
が
お
世
話
に
な
っ
た
。
食
事
は

ア
ジ
ア
＆
ハ
ワ
イ
系
の
も
の
が
出
さ

れ
、
ス
パ
ム
を
よ
く
食
べ
た
。

写
真
右
端
の
ケ
イ
リ
ー
（
16
歳
）

と
親
し
く
な
り
、
よ
く
３
人
で
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
遊
び
に
出
か
け
た
。

物
価
は
高
く
、
日
本
の
２
・
５
倍
ほ

ど
だ
っ
た
。
ア
サ
イ
ー
ボ
ー
ル
が
美

味
し
か
っ
た
が
二
千
円
ほ
ど
し
た
。

刺
激
的
な
授
業

高
校
の
授
業
は
詩
、
日
本
語
、
ロ
ッ

ク
バ
ン
ド
、
合
唱
な
ど
の
授
業
を
受

け
た
。

詩
の
授
業
で
は
英
語
で
詩
を
作
る

課
題
が
出
て
、
提
出
に
追
わ
れ
た
。

日
本
語
の
授
業
で
は
日
本
語
を
教

え
る
な
ど
現
地
の
生
徒
と
の
交
流
を

楽
し
め
た
。

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
授
業
で
は
ギ
タ
ー

を
弾
き
、
合
奏
も
し
た
。
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
の
演
奏
は
か
っ
こ
よ
く
、
先
生

の
歌
声
も
素
敵
だ
っ
た
。

合
唱
の
授
業
で
は
有
名
な
英
語
の

曲sh
al
lo

w

を
一
緒
に
歌
っ
た
。

ま
た
、
Ｌ
Ｈ
Ｒ
で
は
チ
ョ
コ
フ
ォ

ン
デ
ュ
を
作
る
楽
し
い
時
間
も
あ
っ

た
。
さ
ら
に
２
泊
３
日
の
ス
ク
ー
ル

キ
ャ
ン
プ
で
は
浜
辺
で
た
き
火
を
し

た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
だ
。
こ

の
と
き
、
自
ら
現
地
の
人
に
話
し
か

け
交
流
で
き
た
と
い
う
。

滞
在
中
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
で
長
期
間

停
電
に
な
り
、
助
け
合
っ
た
こ
と
も

思
い
出
と
な
っ
た
。

自
分
に
自
信
も
て
た

視
野
広
げ
、
挑
戦
す
る
力
得
た

こ
の
留
学
経
験
か
ら
得
た
こ
と
は

主
体
的
に
考
え
、
行
動
す
る
力
、
何

事
も
経
験
だ
と
思
い
挑
戦
す
る
力
が

つ
い
た
こ
と
だ
と
い
う
。

実
は
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
っ
た
時

期
も
あ
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、
多
様

な
人
と
交
流
す
る
中
で
楽
し
い
と
思

え
る
よ
う
に
な
り
、
気
づ
い
た
ら
克

服
で
き
て
い
た
。
こ
の
経
験
は
大
学

受
験
の
と
き
に
思
い
出
し
て
前
に
進

む
原
動
力
に
な
る
と
信
じ
て
い
る
。

新
聞
石
狩
・
後
志
支
部
大
会

全
道
大
会
リ
ハ
ー
サ
ル

新
聞
制
作
の
理
念
と
実
践
学
ぶ

９
月
13
日
、
札

幌
市
教
育
文
化
会

館
で
高
文
連
石
狩
・

後
志
支
部
新
聞
研

究
大
会
が
開
催
さ

れ
、
百
名
余
り
の

生
徒
と
顧
問
が
集
っ

た
。
午
前
は
全
道

大
会
に
備
え
て
、

各
分
科
会
提
言
者

の
発
表
と
質
疑
、

午
後
は
菅
野
昭
浩
先
生
を
講
師
に
新
聞
制

作
の
理
念
と
技
術
を
学
ん
だ
。
（
写
真
）

落
合
優
翔
く
ん
は
「
全
道
大
会
の

各
提
言
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
視
野

を
広
げ
ら
れ
た
。
特
に
小
笠
原
昴
く

ん
（
開
成
）
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
の

利
用
、
Ａ
Ｉ
と
の
向
き
合
い
方
」
は

今
後
に
役
立
つ
内
容
だ
っ
た
。
菅
野

先
生
の
講
演
か
ら
は
あ
ら
た
め
て
新

聞
の
構
成
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
基
本

の
重
要
性
を
認
識
で
き
た
」
と
言
う
。

木
藤
心
音
さ
ん
は
「
菅
野
先
生
の

講
演
を
通
し
、
何
気
な
く
読
ん
で
い

た
新
聞
の
工
夫
が
わ
か
っ
た
。
小
樽

桜
陽
の
石
森
先
生
は
基
礎
の
大
切
さ

を
訴
え
て
い
た
」
と
語
る
。

菊
地
羽
菜
さ
ん
は
「
全
道
の
リ
ハ
ー

サ
ル
で
他
校
か
ら
沢
山
の
質
問
が
出

て
す
ご
い
と
思
っ
た
。
新
聞
技
術
講

習
で
は
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
質
問

形
式
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
わ
か
り

や
す
か
っ
た
」
と
言
う
。
三
者
、
今

後
の
活
動
に
役
立
て
る
つ
も
り
だ
。

(1)第37号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２６年１０月１５日

学

道

一

如
発行

小樽双葉高校
新聞部

2026年10月15日
第37号

中
村
美
月
さ
ん
ハ
ワ
イ
短
期
留
学

中
村
美
月
さ
ん
（
２-
１
）
は
８
月
上
旬
か
ら
５
週
間
、
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル

に
あ
る
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ブ
デ
ィ
ス
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｐ
Ｂ
Ａ
）
と
い
う
高
校

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
短
期
留
学
し
、
貴
重
な
体
験
を
し
た
。

写真右：ホストファミリー

写真中：ワイキキビーチで遊ぶ

写真左：ビーチの風景

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
ス
テ
ー
ジ

写真上：ハワイの風景（植物）

写真右：テニス競技場から見た街並み



朝
里
は
地
盤
は
強
固
だ
が

津
波
に
は
警
戒
を松

田

先

生
は
小
樽
・

朝

里

の

地

質

や

大

地

の

歴

史

に

つ

い

て

解

説

し

た

。

小

樽

特

有

の

急

な

坂

道

は

大

地

の

急

激

な

隆
起
や
陸
上
火
山
の
溶
岩
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
朝
里
川
扇

状
地
は
大
き
な
礫
（
小
石
）
や
砂
利

が
詰
ま
っ
た
強
固
な
地
盤
で
、
比
較

的
揺
れ
に
は
強
い
と
い
う
。

津
波
は
浅
い
場
所
に
く
る
と
波
が

高
く
な
る
性
質
が
あ
る
と
い
う
。
参

加
者
か
ら
「
朝
里
の
海
岸
で
は
ど
う

な
の
か
」
と
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
松
田
先
生
は
「
日
本
海
側
の

地
震
や
津
波
に
つ
い
て
は
歴
史
的
な

デ
ー
タ
が
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ

て
い
な
い
」
と
答
え
た
。
そ
の
上
で

「
地
形
的
に
朝
里
川
河
口
の
よ
う
な

Ｖ
字
型
の
湾
に
な
っ
て
い
る
場
所
は
、

津
波
の
高
さ
が
３
倍
か
ら
５
倍
に
増

幅
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

影
響
が
上
流
ま
で
及
ぶ
可
能
性
が
あ

る
」
と
語
っ
た
。
河
口
周
辺
や
沿
岸

部
で
の
速
や
か
な
避
難
の
重
要
性
が

示
さ
れ
た
。

地
域
の
課
題
具
体
化

高
齢
化
、
避
難
経
路

大
沼
先
生
は
朝
里
地
区
の
現
状
と

防
災
上
の
課
題
が
提
示
さ
れ
た
。
こ

の
地
区
は
高
齢
化
が
進
み
、
独
居
者

も
増
え
て
い
る
。
特
に
平
日
昼
間
は

働
く
世
代
や
子
ど
も
た
ち
が
不
在
と

な
り
、
高
齢
者
や
要
支
援
者
の
サ
ポ
ー

ト
が
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
災
害
時

に
は
Ｊ
Ｒ
の
踏
切
が
下
が
り
っ
ぱ
な

し
に
な
り
、
避
難
経
路
が
遮
断
さ
れ

る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
悪
天
候
時
に
屋

外
の
防
災
行
政
無
線
が
家
庭
に
届
き

に
く
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

中
学
校
で
合
同
防
災
訓
練

こ
う
し
た
課
題
を
受
け
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
は
10
月
25
日
に

朝
里
中
学
校
体
育
館
で
生
徒
と
地
域

住
民
約
二
百
名
が
参
加
す
る
合
同
防

災
訓
練
を
実
施
す
る
。
そ
こ
で
中
学

校
が
避
難
所
と
な
っ
た
と
き
の
運
営

方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
と
い
う
。

サ
イ
コ
ロ
を
持
つ

玉
川
め
ぐ
み
先
生

▼
一
回
目
の
質
問

教
師
に
な
っ
た
理
由

最
近
ハ
マ
っ
て
い
る
も
の

玉
川
先
生
と
結
婚
し
た
理
由

好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

苦
手
だ
っ
た
教
科

学
生
時
代
な
り
た
か
っ
た
職
業

先
生
の
出
し
た
目

玉
川
祐
介
先
生
と
結
婚
し
た
理
由

―

あ
る
年
の
席
替
え
で
隣
に
な
っ
た
か
ら

▼
二
回
目
の
質
問

行
っ
て
み
た
い
国

好
き
な
食
べ
物
と
嫌
い
な
食
べ
物

教
師
人
生
で
一
番
感
動
し
た
こ
と

教
師
人
生
で
一
番
大
変
だ
っ
た
こ
と

小
樽
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
ど
こ

こ
の
学
校
に
勤
め
て
何
年
目
？

先
生
の
出
し
た
目

小
樽
の
好
き
な
と
こ
ろ
は―

海

▼
三
回
目
の
質
問

学
生
時
代
の
部
活
動

出
身
地

生
ま
れ
変
わ
っ
た
ら
な
り
た
い
も
の

好
き
な
色

学
校
で
一
番
好
き
な
場
所

一
番
落
ち
着
く
時
間

先
生
の
出
し
た
目

一
番
落
ち
着
く
時
間―

午
後
十
時
、
一
日
の

タ
ス
ク
が
終
わ
り
ゆ
っ
く
り
で
き
る
か
ら
。

全
道
高
等
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

《
手
書
き
・
ワ
ー
プ
ロ
部
門
》

優
秀
賞
を
受
賞

10
月
９
日
、

全
道
新
聞
研
究

大
会
の
最
終
日
、

新
聞
コ
ン
ク
ー

ル
の
結
果
が
発

表
さ
れ
、
本
校

は
手
書
き
・
ワ
ー

プ
ロ
部
門
で
優

秀
賞
を
受
賞
し

た
。発

行
回
数

と
内
容
の
充
実
度
を
評
価
し
て
い
た

だ
い
た
。
「
双
葉
歴
史
探
偵
事
務
所
」

「
小
樽
再
発
見
」
な
ど
の
連
載
は
注

目
さ
れ
て
い
る
。
写
真
の
出
典
の
明

記
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫
が
今
後
の

課
題
で
あ
る
。
皆
様
に
取
材
へ
の
ご

協
力
を
こ
れ
か
ら
も
お
願
い
し
た
い
。

（
写
真
は
表
彰
式
）

(２)第３７号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２６年１０月１５日

朝
里
地
区
の
地
形
を
学
び
、
災
害
に
備
え
る

松
田
義
章
先
生
講
師
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

９
月
14
日
、
朝
里
中
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
が
松
田
義
章
先
生
（
地
質
学

博
士
、
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
・
小
樽
商
科
大
学

非
常
勤
講
師
）
と
大
沼
雅
弘

先
生
（
北
海
道
総
合
地
質
学
研
究
セ
ン
タ
ー
会
員
）
を
招
き
、
地
域
防
災
講
話
を
開

催
し
た
。
地
域
住
民
や
学
校
関
係
者
ら
40
名
余
り
が
集
い
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
、

防
災
意
識
を
高
め
た
。

本校も地域住民と防災訓練
ドリプロ・医療福祉が活躍

10月7日、本校で地域の連合町会（浜小樽・入
船）と合同の防災訓練が実施された。本校は避
難所に指定されており、地域の方に実際に学校
に足を運んでもらい、災害時のスムーズな避難
や安心感に繋げようという目的がある。

当日は地震発生を想定し、全員でグラン
ドに避難した。その後、カフェテリアでド
リプロの医療・福祉専攻の２年生13名が防
災の基本や本校の備蓄品について地域の方
に説明した。最後に、テーブルごとに非常
食を一緒に試食しながら、普段から必要な
備えについて話し合った。

ドリプロの授業ではその１週間前に消防
員の方から災害の備えについて説明を受け
ていた。その際、避難所となっている本校
では、非常事態に高校生の協力が必要であ
ることを認識したという。

非
常
食
を
一
緒
に
試
食

右
の
箱
は
防
災
用
簡
易
ト

イ
レ
。
本
校
に
は
こ
の
よ

う
な
防
災
用
備
蓄
品
が
あ

る
こ
と
を
紹
介
し
、
地
域

の
方
に
も
見
て
も
ら
っ
た
。

フタバの
ごきげんよう

第１回
玉川めぐみ先生

新
企
画
「
フ
タ
バ
の
ご
き
げ
ん
よ
う
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
、
サ
イ
コ
ロ
の
目
ご
と
に
質
問
を
あ

ら
か
じ
め
決
め
て
お
き
、
先
生
が
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
出
た

目
の
質
問
を
す
る
企
画
で
す
。

記
念
す
べ
き
第
一
回
目
は
玉
川
め
ぐ
み
先
生
で
す
。


